
申込 決定

2015年 9 7

2016年 12 11

2017年 28 ？

区奨学資金の実績

２
０
１
７
年
は
、
北
朝
鮮
核
・
ミ

サ
イ
ル
開
発
を
め
ぐ
る
軍
事
緊
張
の

高
ま
り
の
一
方
、
国
連
で
核
兵
器
禁

止
条
約
が
採
択
、
「
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
人
類
の
英
知
と
理
性
が
核
兵
器

に
よ
る
破
滅
で
な
く
、
「
悪
魔
の
兵

器
」
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
の
巨

大
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
す
。

し
か
も
荒
川
区
も
加
盟
す
る
平
和

首
長
会
議
は
、
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
締
結
に

向
け
た
行
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
と

連
携
し
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

早
期
締
結
を
求
め
る
署
名
活
動
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
23
区
内
で
も
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
用
紙
を
紹
介
し
て
い
る

区
も
あ
り
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
本
会
議
質
問

で
荒
川
区
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
署
名
用
紙
を
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も

に
署
名
活
動
の
呼
び
か
け
を
行
う
よ

う
求
め
ま
し
た
。
核
兵
器
と
住
民
の

命
守
る
自
治
体
は
共
存
で
き
ま
せ
ん
。
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昨
年
、
安
倍
首
相
に
よ
る
「
憲

法
９
条
改
憲
」
国
会
発
議
の
動
き

に
抗
い
、
全
国
の
多
く
の
個
人
・

市
民
団
体
が
立
場
の
違
い
を
超
え

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法

を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
で
反

撃
を
開
始
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
憲
法
の
掲
げ
る
理

念
・
理
想
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
憲
法
９
条
の
恒
久
平
和
主
義
、

25
条
の
生
存
権
は
じ
め
幸
福
追
求

権
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
労
働

者
の
団
結
権
を
は
じ
め
、
30
条
に

わ
た
る
豊
か
で
先
駆
的
な
人
権
規

定
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方

自
治
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
私
た
ち

が
生
活
す
る
地
方
自
治
体
は
、
平

和
、
生
存
権
、
基
本
的
人
権
を
実

現
す
る
た
め
の
住
民
自
治
と
し
て

の
位
置
づ
け
も
あ
り
ま
す
。
憲
法

に
基
づ
き
暮
ら
し
と
基
本
的
人
権

を
守
る
こ
と
と
平
和
を
守
る
こ
と

は
、
一
体
で
す
。
「
憲
法
を
暮
ら

し
の
中
に
生
か
す
」
こ
と
こ
そ
、

い
ま
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

と
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
が

都
道
府
県
で
統
一
的
運
営
に
な
り

ま
す
。
こ
の
変
更
で
、
来
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
が
平
均
１
・
３

倍
に
な
る
予
測
で
す
。
年
金
２
０

0
万
円
・
単
身
の
方
で
１
７
，
０

０
０
円
の
値
上
げ
、
４
人
家
族
で

年
収
４
０
０
万
円
の
方
で
９
２
，

０
０
０
円
の
値
上
げ
が
予
測
さ
れ

ま
す
（
標
準
保
険
料
率
で
荒
川
区

を
算
定
）
。
荒
川
区
の
国
保
料
滞

納
世
帯
は
、
３
割
近
く
に
達
し
て

い
ま
す
。
今
で
も
高
く
て
払
え
な

い
国
保
料
の
大
幅
値
上
げ
は
、
被

保
険
者
の
負
担
能
力
の
限
界
を
大

き
く
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

12
月
20
日
、
共
産
党
区
議
団
は
、

西
川
区
長
（
特
別
区
長
会
会
長
）

に
、
都
独
自
の
財
政
支
出
を
求
め

る
と
と
も
に
区
と
し
て
も
一
般
財

源
投
入
な
ど
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し

て
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
を
抑
え
、

軽
減
に
踏
み
出
す
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。
く
ら
し
を
守
る
荒
川
区

な
ど
各
自
治
体
と
東
京
都
の
姿
勢

が
問
わ
れ
ま
す
。

荒川区も加盟する

平和首長会議

荒
川
区
は
、
区
の
奨
学
資
金
条
例

を
６
月
に
改
正
。
返
還
免
除
規
定
に

経
済
的
に
困
難
な
生
徒
が
安
心
し
て

進
学
で
き
る
よ
う
、
①
卒
業
後
５
年

間
区
内
在
住
②
う
ち
２
年
間
区
民
税

納
税
で
、
国
公
立
10
万
円
、
私
立
50

万
円
の
入
学
準
備
金
貸
付
の
返
済
を

免
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
返

済
不
要
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
へ
の

一
歩
と
な
る
も

の
で
、
10
人
前

後
だ
っ
た
申
請

が
、
今
年
は
、

28
人
に
増
加
。

し
か
し
予
算
は

６
６
０
万
円
で
す
。
予
算
を
増
額
し

な
い
と
該
当
し
て
も
貸
付
で
き
な
い

方
が
出
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
12
月
19
日
、
共
産
党
区

議
団
は
、
区
長
と
教
育
委
員
会
に
該

当
者
が
貸
付
漏
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

必
要
な
予
算
増
額
を
求
め
る
な
ど
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人
は
、
「
区
民
」

「
年
金
受
給
者
も
原
則
ダ
メ
」
で
す
。

貸
付
時
期
も
３
月
15
日
以
降
で
、
私

立
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
想
定
さ

れ
、
今
後
の
改
善
も
求
め
ま
し
た
。

今
後
区
や
教
育
委
員
会
の
対
応
が

問
わ
れ
ま
す
。

区長への申し入れを福祉部長

に手渡しました

２３区でゼロ歳児の１７時以降保育を実施してないのは、荒川

区だけ。共産党区議団は、１１月区議会で時間延長を求める質問

を行いました。そんな折、インターネット上に「保育時間延長を

求める」賛同署名が登場。実

態を無視した区の姿勢に、区

民のみなさんが声をあげてい

ます。ぜひ実現させたいと思

います。http://chn.ge/2nNp

56Aでサイトが開きます。



人口 65歳以上 14歳以下

荒川区 214,890 50,230 24,722
町屋全域 29,065 7,601 3,215
町屋１丁目 3,684 901 24.5% 389 10.6%
町屋８丁目 2,827 734 26.0% 308 10.9%
町屋７丁目 3,779 998 26.4% 487 12.9%
町屋２丁目 2,397 741 30.9% 173 7.2%
町屋３丁目 4,038 977 24.3% 405 10.0%
町屋４丁目 4,017 1,181 29.4% 374 9.3%
町屋５丁目 3,671 870 23.7% 504 13.7%
町屋６丁目 4,687 1,199 25.8% 575 12.4%

23.4% 11.5%
26.2% 11.1%

荒川区・町屋地域の高齢者、年少人口などを見る
　　　　　　（2017年12月1日の住民基本台帳より）

高齢化率 14歳以下比率

Ｃ 24.8% 12.9%

※％は、小数点２桁以下を四捨五入したため合計が100％になりませ
ん。また外国人を含む人口

Ａ 25.6% 11.5%

Ｂ 27.7% 9.1%

私
た
ち
の
住
む
町
屋
地
区
は
、
尾

竹
橋
通
り
、
電
化
通
り
、
都
電
通
り

で
囲
ま
れ
た
３
地
域
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
３
地
域
は
、
ほ
ぼ
同

じ
生
活
圏
で
す
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
は
全
区
よ
り
３
％

近
く
上
回
る

人
口
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。
一
方
、

高
齢
化
率
は
、
全
区
が
23
・
４
％
、

町
屋
地
区
が
26
・
２
％
と
３
％
近
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
町
屋
の
３
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ

み
る
と
木
造
密
集
地
域
の
多
い
町
屋

２
、
３
、
４
丁
目
が
27
・
７
％
、
そ

の
内
２
丁
目
が
30
・
９
％
と
３
割
台

に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
屋
２
、
３
、
４
丁
目
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
を

し
か
も
こ
の
地
域
は
、
地
震
に
よ

る
災
害
危
険
度
が
極
め
て
高
い
地
域

で
す
が
、
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
と
言
え
ば
、
生
活
圏
が
同

じ
お
隣
の
東
尾
久
６
丁
目
を
入
れ
て

も
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
一
応
町

屋
４
丁
目

付
近
に
ふ

れ
あ
い
館

を
建
設
す

る
構
想
は

あ
り
ま
す

が
、
ま
っ

た
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
災
害
時
の

こ
と
を
考
え
て
も
こ
の
地
域
を
優
先

す
る
こ
と
は
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
土
地
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

90
億
円
か
け
て
建
設
し
た
ゆ
い
の
森

な
ど
考
え
る
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

公
的
住
宅
で
の
建
替
え
支
援
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
急
い
で

ま
た
、
生
活
道
路
の
拡
幅
な
ど
で

公
的
住
宅
の
建
設
や
高
齢
者
・
障
害

者
施
設
の
多
い
町
屋
５
、
６
７
、
丁

目
で
は
、
区
域
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
取
り
組
み
が
急
が
れ
ま
す
。

町
屋
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
も
う
一
カ
所

ま
た
安
心
し
て
く
ら
す
上
で
、
地

域
で
の
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
重
要
な
要
素
で
す
。
高

齢
者
福
祉
の
地
域
拠
点
で
あ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
屋
地
域

で
一
カ
所
で
す
。
し
か
し
木
造
密
集

地
域
は
、
高
齢
化
率
も
高
く
、
困
難

ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
現
場
か
ら
も

こ
の
地
域
に
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を

求
め
る
声
も
出
て
い
ま
す
。
道
路
、

建
物
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
か
し
な
ど

ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
も
重
要
で
す
。

全
て
に
言
及
で
き
ま
せ
ん
が
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

※生活相談は随時

実施しています

区
政
の
課
題
は
、
く
ら
し
か
ら
ま

ち
づ
く
り
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

今
回
私
た
ち
の
地
域
の
課
題
を
ご
一

緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
減
っ
て
い
る
の
に
自

転
車
が
関
係
す
る
事
故
は
、
減
っ
て

い
ま
せ
ん
。
以
前
こ
の
問
題
で
議
会

で
議
論
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や

は
り
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
の
問
題
が

多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
マ
ナ
ー
と
い

う
以
前
に
自
転
車
が
軽
車
両
で
車
と

同
じ
道
交
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
の

理
解
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一

番
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
を

確
認
す
る
と
「
狭
い
路
地
か
ら
普
通

の
道
路
に
出
た
と
こ
ろ
」
と
言
う
こ

と
で
し
た
。
要
す
る
に
「
一
時
停
止
」

を
怠
っ
た
上
で
の
出
会
い
頭
の
事
故

の
よ
う
で
す
。
私
の
近
所
に
も
路
地

の
出
口
の
電
柱
に
「
自
転
車
事
故
多

発
注
意
」
の
表
示
を
発
見
。
お
互
い

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

横
山
幸
次


